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発刊にあたって

  昭和30年３月、１町４村の合併により石井

町は誕生し、本年で町制55年を迎えることが

できました。

　自然環境と比較的温暖な気候に恵まれ、豊

かな自然と田園風景を残しながらも、隣接す

る徳島市のベッドタウンとして様々な開発が

行われ発展し続けています。

　他の市町村と同様に少子高齢化が進行し、

財政状況も非常に厳しい状況にありますが、

本町ならではの独自性のある魅力あるまちづ

くりに取り組み、更なる発展をさせていかな

ければならないと思っています。

　この町勢要覧をご覧になる皆様をとおして、

本町への理解を深めていただき、また、より

よいまちづくりへの一層のご支援とご協力を

いただければ幸いです。

石井町長　 

町章
「石井」の文字を図案化したもので、周囲
の円は永遠に輝ける発展を示している。
（昭和36年6月公募により制定）

概要
徳島市の西に隣接し、地形は東西約6キロメートル、南北5.5キロメー
トルの方形で、面積28.83平方キロメートル。吉野川がもたらした肥
沃な平地と標高200メートル前後のなだらかな山地や丘陵地からな
り、全面積の約65％が農耕地で、林野は一割にも満たない。昭和30
年3月、旧石井町と浦庄・高原・藍畑・高川原村の一町四村が合併し
て成立。人口26,831人、世帯数9,570世帯。（平成21年2月1日現在）

交通
・JR徳島駅から…JR徳島線で約20分。バス･車で約30分。
・徳島自動車道、藍住又は土成インターチェンジから車で約20分｡
・高松自動車道、板野インターチェンジから車で約30分。
・徳島空港から車で約45分｡

町の木／いちょう
（昭和57年 6月 1日制定）

町の花／藤
（昭和57年 6月 1日制定）

町の鳥／うぐいす
（昭和57年 6月 1日制定）

石
井
町
民
憲
章
（
昭
和
57
年
４
月
１
日
制
定
）
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